
中⼲し期間の延⻑・秋耕
【グリーンな栽培体系への転換サポ―ト事業の検証結果を紹介します】

グリーンな栽培体系への転換サポート事業とは

　農林水産省は、「環境にやさしい栽培技術」と「省力化に資する先端技術等」を取り入れた「グリーン
な栽培体系」への転換を図るため、それぞれの産地に適した技術を検証し、定着を図る取組を支援して
います。令和４年度に事業を活用した190 件のうち、中干し期間の延長・秋耕の取組は、18件です。
本パンフレットでは取組4事例の技術検証結果を紹介します。
また、検証が終了した地区では、中干し期間の延長・秋耕に関する栽培マニュアル・産地
戦略が策定されています。これらの情報も参考にしながら、事業の積極的な活用と、中干
し期間の延長・秋耕の取組による「グリーンな栽培体系」への転換をご検討ください。

　水稲栽培におけるメタンは、湛水状態の土壌中で、嫌気性
菌であるメタン生成菌が稲わら等の有機物を分解することで
発生します。中干し期間の延長は、メタン生成菌の働きを抑
え、メタン発生量を低減することができます。また秋耕に
よって、稲わら等の有機物が栽培前に分解されることで、メ
タンの発生量が減少します。

詳細はこちら
（農林水産省HP）

（出典：農研機構）



　検証結果を踏まえて、環境にやさしい栽培技術・省力化に資する技術の普及に必要な情報のほか、必
要に応じて栽培暦や防除暦を盛り込んだものです。
　（例）水稲栽培マニュアル（福島県）

栽培マニュアルとは
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●生育目標

時　　期

苗立ち期 苗立ち数（本／㎡） 60以上

65㎝程度
460～ 520
38 ～ 40

600 以上
420 ～ 470
3.2 ～ 3.5

草　丈（㎝）
茎　数（本／㎡）
葉　色（SPAD502 値）

収　量（㎏／ 10a）
穂　数（本／㎡）
もみ数（万粒／㎡）

幼穂形成期

成熟期
収穫期

項　　目 目 標 値

●計画
・各作業が適期に実施できるよう、移植栽培や他作物の作業を考慮した作業計画を作成する。

●土づくり
・堆肥や有機物を施用して地力向上に努める。
・ケイ酸資材を施用するとともに、土壌分析結果に基づき不足する養分を施用する。
・収穫後早い時期に秋耕し、地力の維持・向上に努め、絶対に稲わらの野焼きは行わない。

●種子予措・コーティング（べんモリ）
・購入種子も必ず塩水選（比重 1.13）を実施する。
・浸種は、積算温度で 100℃とし、催芽は鳩胸程度とする。
・べんモリのコーティング量は、乾もみ重の 0.3 倍重程度とする。
・殺菌剤や殺虫剤を同時処理する場合は、使用上の注意事項を良く確認する。

●代かき
・播種前日を目安に仕上げ代かきを実施し、播種深度 5mm 程度を確保できる播種床を用意する。
・ほ場の均平を確保する。

●播種
・播種量 ： 乾もみ重４ｋｇ／１０ａ程度
・播きムラが生じないよう均一に播種する。
・隣接ほ場への種子飛散に注意する。

●播種後～出芽期の管理（パターン①：落水管理）
・播種後～出芽揃いまでは落水管理とする。
・溝切りを実施し、排水・入水をスムーズにする。
・出芽７～８割を目安に入水する。

●播種後～出芽期の管理（パターン②：湛水管理）
・スズメ害のリスクがある場合は、播種後～出芽揃いまでは湛水管理とする（減水したら再度湛水）。
・出芽始め～出芽揃いは落水管理とする。
・出芽７～８割を目安に入水する。

●イネ１葉期以降の管理
・イネ１葉期に初中期一発剤を散布する。
・止水期間終了後は浅水管理を基本とし、浮き苗、還元障害や表層剥離の影響が大きい場合は一時的に落水する。
・有効分げつ確保後～幼穂形成期に中干しを実施し、メタンガス発生の抑制に努めるとともに、無効分げつ抑制および
　地耐力向上による倒伏軽減を図る（中干し期間は生育に応じて調整）。
・幼穂形成期後は間断灌漑を基本とし、出穂前後の 10 日間程度は湛水管理（花水）とする。
・出穂後 30 ～ 35 日は、ほ場の水を切らさないようにする。

●病害虫防除
・いもち病とカメムシの被害は、周辺ほ場への影響が大きいことから、必ず防除を行うこと。
・カメムシ対策の畦畔の草刈りは、出穂１４日前までに行い、出穂後は行わないこと。

●収穫
・移植栽培よりも１週間ほど収穫時期が遅れるため、出穂後日数や黄化率から適期収穫を判断する。

●施肥体系
①窒素施肥量の目安　
　　基肥８kg/10a　＋　穂肥１～２kg/10a
②穂肥は出穂 25 日前に行い、草丈が長く葉色の濃いほ場では穂肥量を減らす。
③肥効調節型肥料（一発肥料）を使用する場合は１～２割程度減肥する。
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品種の選定および播種
～倒伏対策～

水管理
～鳥害対策～
水管理
～鳥害対策～

倒伏について 基本的な水管理

鳥害対策
　水管理で鳥害対策をする

中干しを延長し、倒れない根張りを確保する

ほ場選定により鳥害を回避する

☆地上部が大きいと倒伏しやすい
　 天のつぶなどの稈長が短い品種を選定する。

☆スズメ害の懸念がない場合
（周囲に電柱や木がない、既に直播が団地化済み、等）

☆スズメ害の懸念がある場合

☆播種深度が浅いと倒伏しやすい
　 根は比較的浅いところに張るため、地際部が浮いてしまうと
　 転び型倒伏が発生する恐れがある。

播種深度を確保するため代かきは直前に行う

写真 1：種子が浮いてしまう
ゴルフボール深

写真 2：地際部が浮いた状態

図 1：播種後落水管理

会津坂下町直播中干し開始時期目安（7/5 頃）

写真 3：適切な播種状態 写真 4：ドローン播種時の
　　　　ゴルフボール深の目安

・ドローンによる播種で種子が深く沈むように丁
寧に代かきをする。
・代かき後、土壌が硬くなる前に速やかに播種を
行う。

・播種後は落水管理とし、土壌に酸素を供給し、出芽を促進する。
・ほ場が乾きすぎる場合（白乾）は走り水する。

・中干しを延長することにより、分げつ過剰を抑
える。
・地耐力を高め、根を固定することで転び転倒を
抑える。

１週間程度
　前進延長 慣行の中干し期間

６月下旬 ７月上旬

ポイント
・丁寧に代かきを行い、適切な播種床を作ることにより播種深度を確保するため、大区画ほ場

には向かない。
・苗立不足や生育遅滞時は、分げつを確保してから中干しをする。
・代かき後すぐ湛水状態で播種することで、種子の播種床への埋没は少なくなるが、濁水に含

まれる細かい土壌粒子が種子に堆積し、薄い覆土とする方法もある。

ポイント
・直播の基本技術として、カルパーコーティング等の十分な酸素供給材の被覆がない場合には、

出芽苗立ちを確保するために落水管理を行う。特に水の温度が低いところでは還元化が進み
やすく、出芽割合がさらに下がることに注意する。

・スズメ・カラスには間断灌漑による対策を行い、カモは 1.5 葉期に入水して対策を行う等、
鳥の種類に応じて鳥害対策を変える必要がある。

除草剤散布
(初中期一発剤 )

湛水

播種 出芽 1葉期

図 2：播種後湛水管理

湛水

播種 出芽 1葉期

間断灌漑 出芽時は水を落とす

・出芽苗立ち確保のために落水管理をする必要がある場合には、鳥が来ない場所にほ場を設定する。
・スズメなどは餌場と認識するといつまでも固執するため、餌場と認識させないことが必要である。
・ハウスや電信柱など鳥が止まる場所の近くは避け、交通量の多い道路脇などにほ場を設置する。

・スズメによる食害を防ぐため、播種後は入水し、湛水管理とする。
・減水したら再度入水する（間断灌漑）。
・出芽始め～出芽揃いは落水とする。
・浮き苗が多発していたら、落水して苗を起き上がらせる。
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福島県会津農林事務所
会津坂下農業普及所
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令和４年度グリーンな栽培体系への転換サポート事業

会津坂下町
未来に繋げる水稲直播栽培マニュアル

「乾田直播」、「ドローン直播」、「水稲無コーティング
種子の代かき同時浅層土中播種」技術マニュアル

　各産地で取り組まれた検証の中から、中干し期間の延長・秋耕の取組事例を紹介します。

グリーンな栽培体系の取組事例

　長野県山ノ内町の志賀高原はユネスコエコパークの指定を受けており、地域の豊かな生態
系と生物多様性を守り、持続可能な社会を実現していくこととしています。そのため、中干し
期間の延長・秋耕を行う農地を増やし、温室効果ガスの削減に努めることとしています。
　メタンの生成は、酸化還元電位が -150mVを下回ると活発になるとされていますが、中干
し期間の延長によって、長期的に-150mV以上に維持されていることから、メタンの発生が
抑制されている可能性が
高いと考えられます。また、
中干しを延長しても収量
に影響がなかったことか
ら、約15日間の中干しの
普及を進めています。

（1）中干し期間の延長における酸化還元電位と水位の検証　山ノ内米研究会（長野県） 栽培
マニュアル

酸化還元電位と水位（山ノ内町　令和4年6月1日～7月31日）

酸化状態
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・酸化還元電位の測定期間：６月１日～７月 31 日、測定間隔　概ね 7日
　（実測定日　6/1,2,9,16,23,7/1.714,22,29,31）

・水位測定期間：６月１日～７月 31 日、測定間隔　毎日（9時）



　会津坂下町は、広大な水田面積を有し、農地を適切に保全をしていくために計画的な作付
等を行っています。一方、担い手の高齢化が進み、労働力の確保と作業の効率化が強く求め
られており、省力・軽労化技術等の普及を図ることが必要となっています。また、みどりの
食料システム戦略に基づく環境負荷軽減等の取組については、現場での面的な展開が必要です。そのため、
省力化技術の導入推進と合わせ、環境負荷軽減に向けてより一層の拡大を図っていくこととしています。
　2004、2005 年の中干し期間の延長の検証によって、メタンの発生量が抑制された一方、収量が低下す
ることが確認されていました。そこで今回の検証では、過剰分げつによって倒伏しやすい直播栽培と組み合
わせ、目標茎数を確認しながら中干し期間の１週間程度の前倒し延長を行いました。
　この結果、平均で４～５日の中干し期間の延長を実施できました。検証を実施したことで、地域内の中干
し延長についての理解が深まったことから、会津坂下町では、Ｊ-クレジット創出注）に向けた検討を開始し
ています。
注）Ｊ-クレジット制度は、直近２か年以上の実施日数よりも７日間以上延長することが条件

（2）水稲の直播栽培と組み合わせた中干し期間の延長の検証
福島県会津農林事務所会津坂下農業普及所

中干し延長と水田直播栽培を組み合わせたグリーンな栽培体系 水稲直播栽培の中干しの様子

栽培
マニュアル

　静岡県は、水稲栽培における温室効果ガス削減に効果的な取組とされる秋耕について、大
規模経営を行う生産者へ普及を進めています。
　10月（秋耕実施前）と１月（秋耕実施約３か月後）に、土壌中の炭素量を測定した結果、秋
耕を実施した区では、炭素量が総じて減少していることから、稲わらの分解が進んだと考えら
れました。

（3）秋耕の検証（土壌中の炭素量の測定）（静岡県）

稲わらを含む水田土壌の炭素量（％）

栽培
マニュアル

実証区
A地区 B地区 C地区 D地区

秋耕有

秋耕無

10 月 1 月

7.4

7.3

7.2

7.7

差

-0.2

+0.4

10 月 1 月

1.8

1.9

1.3

1.7

差

-0.5

+0.2

10 月 1 月

3.0

2.6

2.3

2.5

差

-0.7

-0.1

10 月 1 月

4.8

4.0

2.1

3.7

差

-2.7

-0.3

＊10月（秋耕直前）と１月（秋耕の約３ヶ月後）に、各実証ほ場３箇所ずつ土壌を採取し、C/Nコーダーで炭素量を測定



　このパンフレットは、農林水産省から「令和５年度グリーンな栽培体系の普及啓発委託事業」を受
託し、一般社団法人全国農業改良普及支援協会が作成しました。

農林水産省農産局技術普及課　みどりユニット
※各取組事例の詳細は、栽培マニュアル等に記載の問合せ先までお問合せください。

　石川県奥能登地区では、水田メタン排出抑制につながる秋耕の普及率は 37％にとどまっ
ており、湛水後に分解が進んでいない稲わらによる硫化水素の発生（ガス湧き）が目立ち、
水稲の初期生育の遅れにつながっています。
　秋耕を検証した結果、田植え後のガス湧きが抑制され、初期生育の確保につながりました。協議会では、
土壌微生物の活動が盛んな気温の高い時期（10月）の稲わらのすき込みや、ほ場を乾燥状態にして深さ５
～10㎝程度の秋耕を推進しています。

（4）秋耕の検証（生育初期のガス湧き、茎数の推移）
能登棚田保全活動協議会（石川県）
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